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現時点の APEC CBPR参加エコノミーである、カナダ、日本、韓国、フィリピ
ン、シンガポール、チャイニーズタイペイ及び米国は、 
 
インターネット接続性と世界経済のデジタル化の進展が、国境を越えたデータ
の収集、利用、移転を急速に進めていること、またこの潮流が加速していくこ
とを認識し、 
 
信頼性のある越境データ流通は、テクノロジー産業における大きな多国籍企業
だけでなく全ての産業分野の企業及び中小企業やその労働者、消費者にとって
も不可欠であることを認識し、 
 
越境データ流通が生活水準の向上、雇用促進、有意義な人々の繋がり、公衆衛
生を支える重要な研究開発の促進、イノベーション及び起業家精神の促進、更
なる国際協調に繋がることを確信し、 
 
企業が事業を継続し経済的に回復するためにますますデジタル技術やイノベー
ションに頼っている状況において、規制障壁がデジタル経済によってもたらさ
れた機会を損失する恐れがあることを認識し、 
 
デジタル取引に関する消費者や企業の信頼を高めることにおいて強靭で効果的
なデータ保護及びプライバシーの重要性を認識し、 
 
越境データ流通と相互運用性を促進するために APEC CBPRシステムを開発した
APECの重要な貢献を認識し、 
 
ここに以下のとおり宣言する。 
 

1. 相互運用性を促進し、データ保護及びプライバシーに関する様々な規制
アプローチを橋渡しするために、Global CBPR Forumを設立する。 
 

2. Global CBPR Forumの目的は、 
a. APEC 越境プライバシールール(CBPR)システム及び処理者向けプ

ライバシー認証（PRP）システムをベースとした、国際的な認証
システムを設立すること 

b. Global CBPR システム及び PRPシステムを通じて、データの自由
な流通と効果的なデータ保護及びプライバシーを支えること 

c. Global CBPR システム及び PRPシステムに関する事案について情
報交換及び連携のためのフォーラムを提供すること 

d. ベストプラクティスに沿った Global CBPRや PRPプログラム要件
を確保するためにメンバーのデータ保護及びプライバシーの水準
を定期的にレビューすること 



 

e. 他のデータ保護及びプライバシー枠組みとの相互運用性を促進す
ること 
 

活動の範囲 
 

3. Global CBPR Forumは、 
a. データ保護と自由なデータ流通を促進するために Global CBPRシ

ステム及び PRPシステムの認証取得を世界的に促進する。 
b. データ保護及びプライバシーと相互運用性に関するベストプラク

ティスを広める。 
c. 他のデータ保護及びプライバシー枠組みとの相互運用性を追求す

る。 
 

運用 
 

4. 連携は以下に基づく。 
a. 全てのメンバーの意見を公平に尊重した、相互利益主義及び開か

れた対話と合意形成へのコミットメント 
b. メンバーや関係機関が実施する調査、分析、政策に基づくメンバ

ー間のコンサルテーション及び意見交換 
c. 適切な活動における活発なマルチステークホルダーの参画 

 
参加 
 

5. 基本的に Global CBPR Forumは、本宣言文に謳われる組織の目的と原則
を承諾する以下の領域に開かれることを意図している。 
 

6. 将来の組織への参加に関する決定は、全メンバーの合意に基づいてなさ
れるものとする。 
 

7. メンバーではない者は、全メンバーによって決定される条件に基づい
て、会合に参加することができる。 
 

組織 
 

8. Global CBPR Forumの会合は少なくとも 1年に 2回開催され、本宣言文
の範囲内の活動の方針や性質を決定する。会合は対面あるいはオンライ
ンで開催される。 
 

9. 全メンバーの決定に基づいて、追加の会合を開催することができる。 


